
生
涯

住
み
続
け
た
い
ま
ち

大
阪
狭
山
市
の

実
現
に
む
け
て 政

策
課
題　

第
１「
生
活
安
心
」

　
「
子
育
て
」の
分
野
で
は
、
引
き
続
き「
子
育
て
先

進
都
市
」を
め
ざ
し
、
妊
婦
や
子
育
て
家
庭
に
寄
り

添
っ
た
、
伴
走
型
に
よ
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
を

は
じ
め
、
新
た
な
機
能
と
し
て
妊
産
婦
や
子
ど
も
・

保
護
者
を
総
合
的
に
支
え
る「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
」を
新
た
な
機
能
と
し
て
設
置
し
ま
す
。

　

現
在
の「
子
育
て
ア
プ
リ
」に
お
い
て
は
、
利
便

性
を
よ
り
高
め
る
た
め
、
電
子
母
子
健
康
手
帳
な

ど
の
機
能
を
備
え
た
ア
プ
リ
に
一
新
し
ま
す
。

　

ま
た
、
不
妊
に
悩
む
人
に
対
し
て
は
、
不
妊
治

療
費
用
の
市
独
自
助
成
制
度
を
創
設
し
、
子
ど
も

を
生
み
育
て
た
い
と
い
う
希
望
を
か
な
え
る
た
め

の
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
保
育
所
な
ど
で
の
使
用
済
み
紙
お
む
つ

の
持
ち
帰
り
の
解
消
に
向
け
た
支
援
制
度
を
創
設
す

る
と
と
も
に
、
病
児
保
育
な
ど
受
入
体
制
の
強
化
や

保
育
環
境
の
整
備
、児
童
虐
待
防
止
策
の
強
化
な
ど
、

「
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
心
豊
か
に
成
長
で
き

る
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」を
推
進
し
ま
す
。

　

次
に
、「
医
療
介
護
」の
分
野
で
は
、
近
畿
大
学
病

院
な
ど
の
移
転
後
に
お
い
て
も
跡
地
に
医
療
機
能

を
確
保
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
近
畿
大
学
並

び
に
大
阪
府
と
の
協
議
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
健
康
長
寿
社
会
の
実
現
に
向
け
て
は
、
だ

れ
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
健
康
に
過
ご

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
健け
ん
こ
う幸（
健
康
で
幸
せ
）づ
く

り
の
推
進
や
、
が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
向

け
た
取
り
組
み
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
だ
れ
一
人
取
り
残
さ
な
い
た
め
の
地

域
共
生
社
会
の
実
現
を
は
じ
め
、
高
齢
者
フ
レ
イ

ル（
加
齢
と
と
も
に
心
身
の
活
力
が
低
下
す
る
状

態
）の
予
防
と
社
会
参
加
の
促
進
、
対
象
者
の
属
性

を
問
わ
ず
、
多
種
多
様
な
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
た
め
の
重
層
的
な
支
援
体
制
の
充
実
な
ど
、「
高

齢
者
や
障
が
い
者
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
優
し

さ
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」を
推
進
し
ま
す
。

　

次
に
、「
防
災
防
犯
」の
分
野
で
は
、
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
・ひ
と
づ
く
り
に
引
き
続
き
取
り
組
む

と
と
も
に
、
本
年
３
月
に
策
定
し
ま
し
た「
大
阪
狭

山
市
水
循
環
計
画
」に
基
づ
く
雨
水
・
治
水
対
策
な

ど
の
推
進
を
は
じ
め
、
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る

応
援
受
入
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
の
増
設
や
安
心
で
き

る
消
費
生
活
の
推
進
、
さ
ら
に
は
、
犯
罪
被
害
者

や
そ
の
家
族
な
ど
へ
の
支
援
の
強
化
な
ど
、「
市
民

生
活
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
ま
ち
づ
く
り
」を

推
進
し
ま
す
。

古川市長の
所信表明
施政運営方針
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所信
表明

　６月１日に初日を迎えた６
月定例月議会で、古川照人市
長が市政運営に対する所信を
表明し、「初志貫徹の精神で、
市民の負託にしっかりと応え
られるよう、市政の運営に全
力で邁進してまいります」と
決意を述べました。
　同時に、「施政運営方針」を
発表し、令和５年度に取り組
む主要な事業について説明し
ました。
問い合わせ　秘書グループ・
企画グループ☎366-0011

ー骨子 ー

　

去
る
４
月
23
日
に
執
行
さ
れ
ま
し
た
大
阪
狭
山

市
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
３
期
目
の
当
選
の
栄

に
浴
し
、
引
き
続
き
、
大
阪
狭
山
市
政
の
舵か
じ

取
り

を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
は
、
住
み
や
す

さ
や
暮
ら
し
や
す
さ
と
い
っ
た
、
狭
山
町
時
代
か

ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
ま
ち
の
魅
力
を「
継
承
し
て

い
く
視
点
」は
も
と
よ
り
、
市
を
取
り
巻
く
環
境
の

変
化
に
応
じ
て
、
柔
軟
に「
変
え
て
い
く
視
点
」が

重
要
に
な
っ
て
く
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

継
承
す
べ
き
も
の
は
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
、
変

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
は
、
臆
せ
ず
変
え
て

い
く
。
こ
う
し
た
姿
勢
を
貫
い
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
４
年
間
、
市
民
の
負
託
に
し
っ
か
り
と
応

え
ら
れ
る
よ
う
、
市
政
の
運
営
に
全
力
で
邁ま
い

進
し

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

重
点
施
策
の
推
進

　

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
力
の
根
幹
は
、
何
よ
り
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
改
革
マ
イ
ン
ド
で
す
。

　

ま
ず
は
、
私
が
先
頭
に
立
ち
、
改
革
に
向
け
た

自
ら
の
強
い
意
志
と
覚
悟
を
示
す
た
め
、
自
身
の

「
身
を
切
る
改
革
」と
し
て
、
市
長
退
職
手
当
に
つ

い
て
は
１
０
０
％
カ
ッ
ト
、
市
長
給
与
は
30
％
カ
ッ

ト
を
実
行
し
ま
す
。

　

副
市
長
、
教
育
長
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、

退
職
手
当
は
30
％
カ
ッ
ト
、
給
与
は
15
％
カ
ッ
ト

を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
う
え
で
、
行
財
政
改
革
を
推
し
進
め
、
改

革
に
よ
り
生
み
出
し
た
財
源
も
活
用
し
な
が
ら
、

ま
ち
の
発
展
へ
と
つ
な
が
る
取
り
組
み
に
も
果
敢

に
挑
戦
し
て
い
く
こ
と
を
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
姿

勢
と
し
ま
す
。
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生
涯

住
み
続
け
た
い
ま
ち

大
阪
狭
山
市
の

実
現
に
む
け
て

政
策
課
題　

第
２「
住
み
や
す
さ
」

　
「
教
育
文
化
」の
分
野
で
は
、
子
育
て
世
帯
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
小
・中
学

校
の
給
食
費
の
段
階
的
な
無
償
化
を
進
め
な
が
ら
、

令
和
７
年
度
を
目
途
に
、
完
全
無
償
化
に
向
け
取

り
組
み
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
内
容
の
充
実
を
含
め
、

食
材
の
地
産
地
消
な
ど
と
と
も
に
食
育
を
推
進
し

ま
す
。

　

ま
た
、
小・中
一
貫
教
育
の
導
入
を
め
ざ
す
ほ
か
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
や
英
語
教
育
の
さ
ら
な
る

充
実
、
学
校
園
の
子
ど
も
を
見
守
る
サ
ー
ビ
ス
や
、

学
習
状
況
、
生
活
状
況
を
よ
り
的
確
に
把
握
す
る

た
め
の
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
障
が
い
の
有
無

に
関
係
な
く
共
に
学
ぶ
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の

充
実
や
特
別
支
援
教
育
体
制
の
強
化
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
育
て
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・ス
ク
ー
ル
導
入
校
の
拡
充
を
は
じ

め
、
適
正
規
模
・適
正
配
置
に
基
づ
い
た
学
校
施
設

や
、
公
民
館
・図
書
館
な
ど
の
公
共
施
設
の
再
整
備

に
向
け
た
検
討
、
小
・中
学
校
の
体
育
館
へ
の
空
調

機
の
設
置
や
、
生
涯
学
習
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推

進
体
制
の
整
備
な
ど
、「
子
ど
も
の
健
や
か
な
学
び

と
育
ち
を
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
応
援
す
る
ま
ち

づ
く
り
」を
推
進
し
ま
す
。

　
「
都
市
整
備（
環
境
）」の
分
野
で
は
、
持
続
可
能
な

都
市
構
造
へ
再
構
築
を
図
る
た
め
、
立
地
適
正
化

計
画
を
新
た
に
策
定
し
、
都
市
機
能
の
誘
導
に
よ

る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

近
畿
大
学
病
院
な
ど
の
移
転
後
を
見
据
え
た
取

り
組
み
で
は
、
跡
地
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
は

じ
め
、
地
域
の
交
通
利
便
性
を
確
保
す
る
た
め
、

市
循
環
バ
ス
ル
ー
ト
の
見
直
し
を
検
討
し
ま
す
。

　

ま
た
、
空
き
家
、
空
き
店
舗
対
策
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
道
路
や
橋
り
ょ
う
・公
園
の
長
寿
命
化

や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と
あ
わ
せ
、
近
年
特
に
顕
著

と
な
っ
て
い
る
樹
木
の
根
上
が
り
の
解
消
を
は
じ

め
、
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
を
生
か
し
た
空
間
整
備

を
進
め
ま
す
。

　

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
は
、
市
民
参
加
型

の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
資
源
ご
み
の

分
別
細
分
化
や
収
集
回
数
の
見
直
し
を
図
る
な
ど
、

「
生
活
者
の
目
線
で
快
適
に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る

安
ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」を
推
進
し
ま
す
。

　
「
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
」の
分
野
で
は
、市
内
の
登
録

店
舗
で
使
え
る
地
域
ポ
イ
ン
ト「
さ
や
り
ん
ポ
イ
ン

ト
」を
活
用
し
、
市
民
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
参
画
の

促
進
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
め
ざ
す
取
り
組
み

を
進
め
る
と
と
も
に
、
特
産
品
の
創
出
や
起
業
支

援
な
ど
、
農
商
工
業
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
狭
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
の
再
生・活
性
化

に
向
け
た
着
実
な
取
り
組
み
を
は
じ
め
、
駅
前
周

辺
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
や
活
性
化
を
推
進
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
狭
山
池
や
池
守
田
中
家
な
ど
歴
史

文
化
遺
産
の
新
た
な
保
存
活
用
、
公
園
や
水
辺
を

利
用
し
た
水
と
み
ど
り
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

の
推
進
な
ど
、「
産
業
振
興
や
地
域
資
源
活
用
に
よ

る
ま
ち
の
活
力
や
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
推
進
し
ま
す
。

　

政
策
課
題　

第
３「
将
来
へ
の
責
任
」

　

財
政
健
全
化
や
行
財
政
改
革
な
ど
に
継
続
し
て

取
り
組
み
、
持
続
可
能
な
行
財
政
基
盤
を
よ
り
強
固

な
も
の
と
す
る
た
め
の
経
営
改
革
を
断
行
し
ま
す
。

　

先
に
触
れ
た
と
お
り
、
ま
ず
は
、
市
長
退
職
手

当
並
び
に
市
長
給
与
の
カ
ッ
ト
を
実
行
し
ま
す
。

そ
の
う
え
で
、
職
員
に
つ
い
て
も
、
地
域
手
当
を

含
め
、
給
与
制
度
の
総
合
的
な
見
直
し
を
検
討
し

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
自
律
性
を
備
え
た
職
員
が
意
欲
と
誇

り
を
も
っ
て
、
市
民
の
た
め
に
尽
く
す
市
役
所
組

織
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
市
長
や
教
育
委
員
会
が

連
携
し
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
の
教
育
を
ま
ち
ぐ

る
み
で
推
進
し
て
い
く
姿
勢
や
決
意
を
よ
り
明
確

に
示
す
た
め
、
市
職
員
と
市
教
育
行
政
に
関
し
、

そ
れ
ぞ
れ
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
条
例
の
制

定
を
検
討
し
ま
す
。

　

加
え
て
、
職
員
の
人
材
育
成
に
引
き
続
き
取
り

組
む
と
と
も
に
、
外
部
人
材
の
登
用
に
つ
い
て
も

検
討
を
進
め
る
な
ど
、
組
織
力
の
よ
り
一
層
の
強

化
を
図
り
ま
す
。

　

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
で
は
、
こ
れ

か
ら
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
の
検
討
と

と
も
に
、
市
民
活
動
の
担
い
手
の
育
成
と
支
援
体

制
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
広
域
連
携
な
ど
基
礎
自
治
体
と
し
て
の

将
来
の
あ
り
方
や
指
定
管
理
者
制
度
の
見
直
し
の

検
討
、
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
や
情
報
発
信
の
強
化
・充

実
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
る
市
民
生
活
や
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
る
た
め
の
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）推
進
計
画
の
策
定
と
そ
の

推
進
に
取
り
組
む
な
ど
、「
将
来
へ
の
責
任
と
し
て
、

次
世
代
に
負
担
を
先
送
り
に
し
な
い
行
財
政
運
営
」

を
推
進
し
ま
す
。

　

以
上
、
今
後
４
年
間
に
お
い
て
は
、「
継
承
し
て
い

く
視
点
」と「
変
え
て
い
く
視
点
」の
双
方
の
視
点
に

立
ち
、「
生
涯　

住
み
続
け
た
い
ま
ち　

大
阪
狭
山

市
」の
実
現
に
一
意
専
心
で
取
り
組
み
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

古川市長の
所信表明
施政運営方針

特集
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施政運営方針の骨子
問い合わせ　企画グループ☎366-0011

　市では、従前より、就学前から就学後に至るまで一貫した
子育て支援施策の充実を図るため、子ども政策に関する窓口を
一元化するなど、子育て支援策を総合的、一体的に推進してい
るところですが、さらに、国に先んじて構築してきた今の推進
体制を基礎としながら、母子保健と児童福祉の連携をより強固
なものとするための体制整備として、「こども家庭センター」機
能の設置に向けた準備を進めます。
　また、障がい者や高齢者、生活困窮者など、自立を求める人
や援護を要する人が、制度や施策の狭

はざま
間で取り残されることが

ないよう、１人ひとりの福祉課題に対し、より着実に解決へと
結び付けていくことが肝要であると認識しています。行政を取
り巻く諸課題に対応するための基盤づくりを進めつつ、真に必
要な人に、必要なとき、必要なサービスがきちんと行き届く仕
組みを確立する必要があります。そのためにも、「自立支援型施
策への転換」、「地域包括ケアシステムの深化・推進」、そして、「各
種相談支援機関や地域団体、事業者などのネットワークの形成」
を軸とした、より安心できるまちの実現に向けた福祉施策の再
構築を図ります。
　コロナ後の社会も見据え、まちの活力やにぎわいづくりに鋭
意取り組み、コロナ禍で停滞した市民活動や地域コミュニティ
活動、経済活動などをしっかりと後押しします。
　一方で、秋冬に向けては、感染再拡大の懸念もありますので、
引き続き強い警戒意識を持ちつつ、新型コロナワクチン接種の
円滑な推進に努めます。
　また、長期化している物価高騰の影響は、市民生活や事業活
動にとって今なお、負担となっています。今回、市内登録店舗
で使える地域ポイント「さやりんポイント」を活用し、消費生活
や地域経済を支える取り組みを推進するほか、保育所などにお
ける給食費の無償化、並びに給食材料費や光熱費の価格高騰に

対する保育所などの事業者への支援や、学校給食費の値上げを
抑制するための支援に取り組むなど、子育て世帯を含む市民の
皆様の生活や市内事業者の事業活動を一層支援します。
　狭山ニュータウン地区においては、市の最重要課題の１つで
ある近畿大学病院などの移転計画が、今年度より本格的に進ん
でいきます。また、府営狭山住宅では、大阪府による集約建て
替えが今後予定されており、活用地が創出されれば、まちづく
りの新たな可能性も生じます。加えて、老朽化が進む公共施設
の再編に向けた具体的検討も加速させていきますので、今後の
中長期的な動向として、市域において、行政、民間を挙げた大
規模な投資が見込まれることになります。
　この度の近畿大学病院などの移転は、市にとってピンチであ
りながら、今後の大規模な投資やまちづくりの新たな可能性を
踏まえれば、まちの新たなデザインを描き、リメイクしていく
大きなチャンスであるとも言えます。
　「大阪狭山市が良いまちになった」と実感いただき、後世でも
そう評価されるよう、今を生きる私たちがこの重要な局面を何
としても乗り越えていくという強い意志と覚悟をもって、令和
５年度、３期目初年度の市政に取り組みます。

●／新規事業　◎／一部新規事業　○／継続事業

令和５年度
6月補正予算主要事業

●生殖補助医療費および先進医療費助成事業　1,200万円
　不妊治療に係る費用負担の軽減を図るため、保険適用された後の生殖補助医療費の自己負担額の一部
をはじめ、生殖補助医療とあわせて実施される先進医療に係る費用についてもその一部を助成します。

●学校園一貫 ICTサービス展開事業　9,736万7千円
　公立学校園（幼稚園・こども園・放課後児童会・小学校・中学校）において、保護者と迅速に情報共有ができ
る環境を整備するとともに、保護者の利便性向上を図るため、一貫した連絡ツールシステムを導入します。
あわせて、児童の安全・安心を確保するために、小学生以下の児童・園児には登下校などの管理システムを、
また、事務の効率化を図るため、公立園と放課後児童会に職員の出退勤システムを導入します。さらに、
公立園と放課後児童会における諸経費をキャッシュレス決済により納付できるシステムを導入します。

●児童家庭相談システム導入事業　226万2千円
　児童虐待に対応する関係職員間の情報共有を効果的に行うとともに、関係機関への報告業務などの効
率化を図るため、児童家庭相談システムを導入します。

１．子どもや若者の未来が輝くまちづくり



●市内幼稚園等おむつ回収事業　140万2千円
　保護者などの負担軽減を図るため、市立幼稚園・こども園において使用された紙おむつについて、各
園にて回収・廃棄を行います。また、民間保育園などにおいても、保護者の使用済み紙おむつの持ち帰
りを廃止する取り組みを促進するため、各園での回収・廃棄費用を補助します。

●保育所・認定こども園等送迎用バス安全装置設置事業　87万5千円
　送迎バスでの園児の置き去りを防止し、保護者が安心して子どもを預ける環境を保持するため、送迎
バスを運行している市内保育所・認定こども園および小規模保育施設に安全装置設置に係る費用を補助
します。

〇保育所・認定こども園等の給食費無償化事業　2,442万円　物価高騰対策
　物価高騰などに直面する子育て世帯の経済的な負担の軽減を図るため、保育所・認定こども園・市立幼
稚園などに通う３～５歳児の保護者に対し、給食費（主食費および副食費）３か月分を無償化します。

●英語教育支援事業　554万4千円
　生徒の英語を使う機会の確保と、英語能力の定着を図るため、中学２・３年生を対象に、スコア型英
語能力判定テストを実施し、一人ひとりの学習の伸びや課題の把握に取り組みます。

●小・中学校屋内運動場熱中症対策事業　1,953万4千円
　児童・生徒が安全で安心して授業や部活動に取り組めるよう、小・中学校の屋内運動場への大型スポット
型空調機設置に係る実施設計を行います。

◎学校給食費無償化事業　4,893万9千円
　教育に要する費用負担の軽減を図るため、学校給食費の３学期分（３か月分）を無償化します。

●小・中学校給食費値上げ抑制事業　1,152万円　物価高騰対策
　物価高騰などによる子育て世帯の経済的な負担軽減を図るとともに、質の高い学校給食を提供するた
め、物価上昇分の学校給食費を全額補助し、値上げを抑制します。

３．自然と調和した活力のある快適なまちづくり 

●立地適正化計画策定事業　662万7千円
　「大阪狭山市都市計画マスタープラン」で示す将来都市構造を実現するため、居住誘導区域、都市機
能誘導区域、公共交通ネットワークの方針、誘導施策、防災指針などの検討を行い、持続可能で近隣
市などと広域でつながる都市空間の形成をめざす具体的で戦略的な方針として、立地適正化計画を策
定します。

〇水とみどりのネットワーク事業　2,553万円
　水とみどりのネットワーク構想の重点アクションエリアである狭山池周辺において、にぎわいや交流
を創出するため、狭山池公園と副池オアシス公園に駐輪場を整備するとともに、インクルーシブな遊具
などを整備します。

２．健康でいきいきと暮らせるまちづくり

●がん患者等医療用補正具等購入費助成事業　50万円
　がん患者などの治療と就労・就学の両立、療養生活の質の向上を図るため、抗がん剤治療などによっ
て脱毛が生じた人や、先天的あるいは事故などにより脱毛などが生じた18歳到達年度までの児童を対象
に、医療用ウィッグの購入費用の一部を助成します。また、乳房切除を受けた人には、乳房補正具の購
入費用の一部を助成します。

●介護予防等促進事業　40万5千円　さやりんポイント付与事業
　高齢者の生きがいづくり、介護予防支援などを目的に、市熟年大学修了者および介護予防啓発講演会
参加者にさやりんポイントを付与し、講座などへの参加を促すとともに市民意識の高揚を図ります。
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４．豊かな心と文化を育むまちづくり

〇郷土資料館展示事業　212万1千円
　市民の郷土愛を深めるとともに、市の歴史文化遺産の魅力を市内外に発信するため、「1970年
万博と狭山ニュータウン建設の時代」をテーマに、狭山池博物館・郷土資料館の特別展示室にお
いて企画展を開催します。

●人権啓発地域活性化事業　81万8千円
　広く市民の人権意識の高揚を図るため、毎年実施している「人権を考える市民のつどい」におい
て、人権課題に関連した講演会の開催とあわせて、障がい児・障がい者とダンスを結びつけた「ア
ダプテッドブレイキン」の講座および発表会を実施します。

〇パラスポーツ普及促進事業　39万6千円
　障がい者への理解促進と、パラスポーツの普及促進を図るため、障がいの有無、性別、年齢を
問わずだれもが安全に取り組むことができるスポーツ種目「ボッチャ」の市民大会を開催します。

○文化会館施設改修事業（ESCO導入事業）　1億8,800万円
　SAYAKAホールにおける設備改修費および光熱水費の低減を図り、省エネルギー化と温室効果ガ
ス排出削減を実現するため、民間企業のノウハウやアイデアを生かしたESCO事業を導入します。

○狭山池周辺エリアにおけるにぎわい創出事業　65万9千円
　水とみどりのネットワーク構想における重点アクションエリアの中心にある狭山池公園にお
いて、「狭山池を核としたまちづくり協議会」が主体となり、公民連携によるにぎわい創出イベン
トを実施します。

○交通安全施設整備事業　7,950万円
　通行者の安全を確保するため、既存道路を改良するなど、歩行者空間を確保します。

〇都市緑化を活用した猛暑対策事業　1,500万円
　市循環バス「福祉センター前」停留所に微細ミスト発生装置の設置と緑化対策を講じることで、
都市緑化を活用した猛暑対策を実施します。

〇市内公園遊具設置事業　3,530万円
　「大阪狭山市公園施設長寿命化計画」に基づき、老朽化した公園遊具を、地域や利用者のニーズ、
安全性を踏まえ更新します。

◎地球温暖化対策設備導入促進事業　300万円　さやりんポイント付与事業
　地球温暖化対策に対する市民の積極的な取り組みを促進するため、家庭用燃料電池コージェ
ネレーションシステム、家庭用リチウムイオン蓄電池システムに加え、新たに電気自動車充電
設備と電気自動車に蓄えられた電力を家庭用に活用できる電気自動車等充放電設備（V2H）を対象
とし、いずれかを導入した家庭にさやりんポイントを付与します。

●市民生活・地域経済活性化事業　1億6,044万2千円　さやりんポイント付与事業
　物価高騰への市民生活への支援、地域経済活性化および市独自の地域ポイント「さやりんポイ
ント」の活用促進を図るため、さやりんポイントをチャージ（上限１万円）すると、チャージ額の
30％分のさやりんポイントを追加で付与します。

●効率的な農地貸借促進に係る地域計画策定事業　45万円
　地域農業のあり方や農地利用の姿を明確化した「地域計画」について、市街化調整区域の農地所
有者などへの意向調査、分析および目標地図の素案作成を行います。

〇まちの活性化推進事業　100万円
　地域住民などが主体となって、「自分ごと」として狭山ニュータウン地区の再生・活性化のための
プロジェクトを推進していくため、「狭山ニュータウンの未来を育むプロジェクト推進会議」の取
り組みを支援します。
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◎地域力活性化支援事業補助金事業　300万円
　コロナ禍で停滞した地域活動を活性化するため、自治会な
どが実施する地域イベント活動に対して補助金を交付しま
す。また、地域活動の拠点である集会施設の使用に伴う劣化
や破損に対応するため、新たに小規模な修繕費用の一部を補
助します。

●DX推進計画策定事業　120万円
　自治体DX（デジタルトランスフォーメーション）を効果的に
推進し、デジタル技術の活用により市民の利便性向上および
業務効率化を図り、行政サービスのさらなる向上につなげる
ため、「（仮称）大阪狭山市DX推進計画」を策定します。

●施設予約システム更新事業　1,723万7千円
　市立公民館・市立コミュニティセンター・社会教育センター・
SAYAKAホールの施設予約システムについて、利用者の利便
性向上をめざし、新たな施設予約システムを整備します。

●住民票の写し・印鑑登録証明書コンビニ交付サービ
ス手数料減額実証事業　161万5千円
　市民の利便性の向上と窓口の混雑緩和を図るため、令和５
年９月から令和７年８月まで、コンビニ交付サービスでの住
民票の写し・印鑑登録証明書の手数料を試行的に減額します。

〇公共施設マネジメント推進事業　867万7千円
　公共施設マネジメントを推進するため、「大阪狭山市公共施
設等総合管理計画」や「大阪狭山市公共施設再配置方針」に基づ
く個別施設計画として、公共施設再配置計画（短期計画）を策
定するとともに、策定にあたり必要な地質・地盤調査を行い
ます。

６．施策の推進に向けて

５．安全で安心できるまちづくり

○街頭防犯カメラ設置事業　379万7千円
　街頭犯罪の予防や発生事案の早期解決を図るため、市内主要駅などへ街頭防犯
カメラを設置します。また、地域の防犯活動への支援の強化を図るため、街頭防
犯カメラの設置費用および維持管理費の一部を補助します。

○自動通話録音装置貸与事業　281万6千円
　特殊詐欺を未然に防止するため、高齢者などに対して被害防止効果が期待でき
る自動通話録音装置を貸与します。

○地域防災推進リーダー育成事業　31万円
　自主防災組織リーダーを育成し、さらなる地域防災力の向上を図るため、防災
士資格取得を支援します。

●水循環計画推進事業　232万1千円
　令和４年度に策定した「大阪狭山市水循環計画」のもと、治水対策を効果的に推
進するため、市内113か所のため池について現地調査データなどを整理し、個別
に治水対策・ため池管理手法の検討を行います。


